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宝塚山火事跡モニタリング調査報告 (2013年)

兵庫県生物学会阪神支部

はじめに
宝塚市切畑長尾山で2002年3月19日に山火事が発

生し， 32haの森林が焼失した。長尾山周辺は主とし
てアカマツ林が発達しているが，この山火事によって，
植生は大きなダメージを受けた。本モニタリング調査
は，山火事後の植生遷移の実態を明らかにすることを
目的として開始され，今回で 12年目となる。山火事
跡の植生の回復過程を明らかにすることは，今後の植
生復元や保全のために貴重な資料となるであろう。兵
庫県生物学会阪神支部では， 2002年の9月に永久方形
区を 3 カ所設置しそれ以来，毎年，調査を行ってき
ている( 兵庫県生物学会阪神支部 2003， 2004， 2005， 
2006， 2007， 2008， 2009， 2010， 2011)。ただし，2012年
は諸事情により調査ができなかった。

調査方法
山火事による植生の損傷の程度は様々で，林床のみ

消失している場所や林床と立木の一部が焼失した場
所があるが，本調査では林床および立木が完全に焼
失した場所を選ぴ， 10m x  10mの定置方形区を設置
し植物社会学的な調査を行っている (Braun-Blanquet
1964)。今回の調査は， 2013年 11月3日に行った。

参加者
阪口正樹，後藤統一. 武田義明，石川正樹，西本裕

方形区の概要
方形区は 3 カ所設置しそれぞれW Fl. W F 2， W F 3  
の方形区番号がつけられている。その位置については
宝塚山火事跡モニタリング調査報告 (2009年) ( 兵庫県
生物学会阪神支部 2010) を参照されたい。

調査結果
調査区WF1の変化( 表1 )
標高240m，方位S42 0 W ，傾斜35 0 ，緯度34 0 47'
57"，経度 135 0 23' 22" 
本調査区は，最明寺から長尾山に至る尾根筋の南西

斜面でほぼ完全に焼けた地点に設置されている。この
地点の山火事前の植生はアカマツ林で，焼け残ったア
カマツから推定すると高さ約5 mであった。山火事後，
2年間は草本層のみでワラビが優占していたが， 2004 
年から低木層と草本層に階層が分化した。 2010年よ
りアカマツ，オオパヤシヤプシ，コナラが生長したた

2013年 12月8 日受理

め，低木層を第 l低木層と第2低木層に分けた。今回
はこれらに加えてヒメヤシヤプシも生長してきてい
た。第1低木層 (S1 ) は，高さ 6 m，全植被率は 10%で.
前回よりも樹高が伸び，全植被率もやや増加した。第
2低木層 (S2) は，高さ 3 mで，全植被率は40%で，や
や減少していた。低木層はネジキ，ヒサカキが優勢と
なっており，他にイヌツゲ，ツクシハギ，コパノミツ
バツツジ. ナツハゼなども生育している。草本層 (H)
は高さ 1 m，全植被率90%で，ウラジロが優占してい
る。それ以外では，コシダ，ワラビが多く，ツクシハ
ギ，メリケンカルカヤ，ススキ，ヒメハギなども見ら
れるが被度はわずかである。ウラジロが優占してきた
ために，草本層の出現数が前回の26種から 13種へと
大きく減少した。

調査区W F 2の変化( 衰2)
標高245m，方位E，傾斜26 0 ，緯度340 49' 55"，経
度135 0 23' 09" 
本調査区は，調査区W F 1の南西方向にある尾根鞍

部に設置されており，消失前の林はアカマツ林で樹高
約8 mであった。この周辺には焼け残った樹木がとこ
ろどころみられる。
本調査区の低木層は， 2010年よりヤマザクラ，ソ
ヨゴ，アカマツが生長したため第 l低木層と第2低木
層の2つに分けられるようになった。第 1低木層は，
高さ 7 mで，全植被率は40%となっており，前回の調
査よりも増加している。さらに，前述の種の他にコナ
ラ，リョウブ，イソノキ，オオパヤシャプシも生長し
この層に加わった。第2低木層は，高さ 3 m，全植被
率70%で，前回よりやや下がった。これはこの層に
あったコナラ，リョウプなどが上の層にあがったため
である。この層はヒサカキ，ネジキ，コパノミツバツ
ツジが優勢で，他にアカマツ，ヤマウルシ，モチツツ
ジなども生育している。草本層は高さ 1 m，全植被率
は80%で，この層では，ウラジロ，コシダが優勢となっ
ており， 1也にはワラビ， ヒサカキ，コパノミツノTツツ
ジ，ツクシハギなどのも生育している。この層の出現
種数は前回 32種類であったのが，今回 12種類と大幅
に減少した。これは W F 1 と同じくウラジロ，コシダ
が密生したためと思われる。

調査区W F 3の変化( 衰3)
標高 195m，方位S，傾斜15 0 ，緯度340 49' 46"，経
度135 0 23' 09" 
本調査区は W F 2の南方でやや平坦な尾根部に設置
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されている。消失前の林は樹高約5 mのアカマツ林で，
完全に林床まで焼けていた。
アカマツおよびソヨゴが生長してきたので，今回，

低木層を第l低木層と第2低木層の2層に分けた。第
l低木層の高さは 5 m，全植被率は 5 %で，アカマツと
ソヨゴが生育している。第2低木層の高さは 2 mで，
全植被率は60%である。この層にはヒサカキ，ネジキ，
コパノミツバツツジ¥ サルトリイバラが優勢で，他に，
イヌツゲ，ソヨゴ，ナツハゼ. シャシャンポなども存
在している。草本層は高さ 1 m，全植被率は 60%で，
コシダが復活し，優占してきている。他に，ススキ，
メリケンカ jレカヤ，アカマツ，サルトリイバラなども
生育している。

群落の構造の変化
出現種数の変化
2002年の山火事後のそれぞれの調査区にみら
れる植物の出現種数の変化を図 1 に示す。調査区
W Fl.W F 2，W F 3の山火事があった年の秋の種数はそ
れぞれ31種，23種，15種であった。 W F 1は2年目が41
種でピークとなりその後減少し 2006年では 30種とな
り，それ以降30種前後で推移し，今回の調査では22
種とかなり減少してきた。 W F 2は3年目が49種でピー
クとなり，その後減少し， 2007年では 41種となった。
2008年では44種と若干増え， 2011年で38種に減少し
今回の調査では， 27種とかなり減少した。 W F 3は2
年目で24種と増加しその後は2009年までは 20から
25種の間で推移していた。しかし 2010年から 18種，
17種と減少し，さらに今回 16種と調査開始時とほぼ
同じ出現種数になった。いずれの調査区も 2年目で増
加したが，徐々に減少傾向にあり，ウラジロやコシダ
がさらに優占すると，益々減少することが予想される。
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図 1 12年間の出現種数の変化

群落高
それぞれの調査区の群落高の変化を図 2 に示す。ど
の調査区も 2年目までは草本層のみであったが， 3 年
目から低木層が出現し，さらに， W Fl.W F 2では低木
層も 2層に分化してきた。昨年まで生長が良くなかっ

たW F 3も樹高が伸びてきており， 3層となった。い
ずれの調査区も階層構造が発達してきており. 今後さ
らに分化が進むと考えられる。( 文責: 武田義明)
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図2 12年間の群落高の変化
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表 1 調査区 W F lの種組成変化
番号 2  3  4  5  6  7  8  9  10 
調査区番号

C。A。《h D。2  a  S  Cら0巴hcDココa  3  C4o 包Dh  3  g  c s  h p  3  C、CUトC心J  コ3  コ3  cαζhら0o  a  p  3  3  g  hCCAa 3  3  

ー品

年月日
心3

。3 CChA3 3  S  仏C 33  

標高 (m) hさa  さ さ hさs  さ hsca h  コ トsa  き A 8  3  h品Ca 3  

斜面方位 ω ょh円‘a  可 hrω ょT‘1  a  4hω h  a  ω 品" "  sh円ω-a 1  - h円ωょ‘J1 S  ω 4トmh  a  ω sA円‘21 3  ω .ト打』43 1  ω ょh円ha  1  
円1 m  

傾斜角度 (0 )  巴uA3， らt na  £ζ必n  6ιn 3  。巴2a1  C必 Go> C4n A3 CιAn S  仏3
ζn  c:.n c:.n 

oコ ー。品 o  o  ー。品 ー o  oコ調査面積 (m x  m) コ H  C 4  3  o  
× × x  X  x  x  x  x  
o  。ー品 o  

備品 ー。 o  Cコ ー。品 o  コ 一o  第1低木層 (S1 ) の高さ
o  

5  6  
第1低木層 (S1 ) の全植被率( % ) 5  10 
第2低木層 (S2) の高さ 1.5  2  3  3  4  4  3  3  
第2低木層 (S2) の全植被率( % ) 30 40 60 60 60 70 60 40 
草本層 (H) の高さ 1.2 0.8 
草本層 (H) の全植被率( % ) 40 80 70 50 60 70 70 70 80 90 
出現種数 31 41 38 28 30 29 31 30 29 22 
アカマツ S1 1・2 2・1
オオパヤシャブシ S1 +  1  .1 
コナラ S1 +  +  
ヒメヤシャブシ S1 +  
ネジキ S2 2.2 2・2 3・3 3・3 2・2 2・2 2・2 2・2
イヌツゲ S2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 1・2
ツクシハギ S2 2・2 +  +  1.2 +  1  '2 +  1・2
ヒサカキ S2 +  +  +  1・2 1・2 1・2 2・2 2・2
コ1¥ノミツ1¥ツツジ S2  +  +  +  1・2 1・2 +  +  +  
モチツツジ S2 +  +  +  +  +  +  +  +  
ナツハゼ S2 +  +  +  +  +  +  +  +  
コナラ S2 +  +  +  +  +  +  +  
ヤマウルシ S2 +  +  +  +  +  +  
ヌルデ S2 +  l' 2  1・2 +  1・2 +  
アカマツ S2 1・2 1・2 1・2 2・2 1・2 +  
リョウブ S2  1・2 1・2 +  1・2 +  +  
アカメガシワ S2  +  +  +  +  +  
イソノキ S2  +  +  +  +  +  
アセビ S2 +  +  +  +  +  
オオパヤシャブ‘シ S2 +  +  +  +  
ヒメヤシャブシ S2 +  +  +  
サルトリイバラ S2  +  +  +  
ウラジロイチゴ S2  +  
ミヤコイバラ S2  +  
シャシャンボ S2  +  
スノキ S2 +  
ウラジロ H  +  1'2 2・2 2・2 3・3 3・3 3・3 3・3 4・4 4・4
コシダ H  1・2 +  1・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 3・3 2・2
ワラピ H  2.2 4・4 3・3 2・2 2・2 2・2 1・2 2・2 +  1'2 
ツクシハギ H  1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 +  +  +  
サルトリイバラ H  +  +  1・2 +  +  1・2 1・2 +  +  +  
ススキ H  +  +  +  +  1・2 1・2 1・2 1・2 +  +  
イヌツゲ H  +  1・2 1・2 1・2 +  1・2 +  +  +  +  
メリケンカルカヤ H  +  十 1・2 1・2 +  +  +  +  +  +  
シャシャンボ H  +  +  +  +  +  +  +  +  +  +  
ヌルデ H  1・2 +  +  +  +  +  1・2 +  +  
アカマツ H  +  +  +  +  +  +  +  +  +  
ナツハゼ H  +  +  +  +  +  +  +  +  +  
リョウブ H  +  +  +  +  1・2 +  +  +  +  
ヒサカキ H  +  +  +  1・2 1・2 +  +  +  
アセピ H  +  +  +  +  +  +  +  +  
コ1¥ノミツ1¥ツツジ H  +  1・2 +  +  +  +  +  
ヤマウルシ H  +  +  +  +  +  +  +  
アカメガシワ H  +  +  +  +  +  +  +  
ヤクシソウ H  +  +  +  +  +  +  +  
アリノトウグサ H  +  +  +  +  +  +  +  
シハイスミレ H  +  +  +  +  +  +  +  
ミヤコイバラ H  +  +  +  +  +  +  +  
ネジキ H  1・2 1・2 1・2 1・2 +  +  
イソノキ H  +  +  +  +  十

モチツツジ H  +  +  +  +  
ダンドボロギク H  +  +  +  +  
アベマキ H  +  +  +  +  
コナラ H  +  +  +  

(表1つづき)
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表l
霊
アマヅル
チヂミザサ
イタドリ
ホラシノブ
イヌタデ
ソヨゴ
オオパヤシャブシ
セイタカアワダチソウ
タラノキ
コセンダングサ
チチブフジウツギ
ナンキンハゼ
ノギラン
ヌカキビ
ニガイチゴ
オオアレチノギク
ウラジロイチゴ
オオイヌタデ
ヒメコウゾ
ハハコグサ
ヒメモエギスゲ
ミツバアケビ
ヒメヤシャブシ
ヤマザクラ
アオツヅラフジ
マルパアオダモ
スノキ
イヌザンショウ
ヒメハギ
S1 :第1 底 肩



表2 調査区W F 2の種組成変化
番号 2  3  4  5  6  7  8  9  10 
調査区番号 WF2  W F 2  W F 2  W F 2  W F 2  W F 2  W F 2  W F 2  W F 2  W F 2  

h s  恥。C。3  a  3  C 8  U M  C 2  B  E  
g  

C 8  U M  cn 2  3  g  cuA6コ3  ， 3  C、CUh。dB  E  B  a  s  S  CGhbE a  3  s  
ー ー-ー年月臼 。恥ω3  ー司 Cb2 s  。。

標高 (m) 華 華 華 華 華 蓑 華 華 華 華
斜面方位 円可 π1 円1 円1 m  π1 円1 打1 π1 円1

傾斜角度 (0 )  昔 軸 噂牟 社 社 韓 帯 社 揖 社

o  ーー - 晶 o  ー ー 4  - ー -調査面積 (m x  m) 
。 o  Cコ Cコ Cコ Cコ Cコx  x  x  x  x  x  x  x  x  

o  ー。品 -ー o  ー ー o  - ー ー第1低木層 (Sl) の高さ o  Cコ o  Cコ o  o  
6  7  

第1低木層 (S1 ) の全植被率( % ) 10 40 
第2低木層 (S2) の高さ 1.5 2  3  3.5 5  5  4  3  
第2低木層 (S2) の全植被率( % ) 30 40 50 60 70 80 80 70 
草本層 (H) の高さ 0.7 1.5  0.8 1.2 1.2 1.2 1.2 
草本層 (H) の全植被率( % ) 10 70 70 70 70 60 70 70 70 80 
出現種数 23 47 49 46 44 41 44 44 38 27 
アカマツ 81 1・2 3・3
ソヨゴ 81 1.2 1・2
ヤマザクラ 81 1・2 1・1
コナラ 81 1・1
リョウフ 81 1'1 
イソノキ 81 +  
オオパヤシャブシ 81 +  
ヒサカキ 82 1'2 2・2 1・2 1・2 +  1・2 2・2 2・2
コ，{ノミツ，<ツツジ 82 1'2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2
ネジキ 82 1'2 1・2 1・2 1・2 2・2 2・2 2・2 2・2
コナラ 82 +  +  +  +  +  +  +  +  
ヤマウルシ 82 +  +  +  +  +  1・2 1・2 +  
ソヨゴ 82 +  +  +  +  1・2 2・2 1・2 1・2
サルトリイバラ 82 1'2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2
イソノキ 82 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 +  
アカマツ 82 1・2 1・2 1・2 2・2 2・2 2・2 1・2
ヌルデ 82 +  +  +  +  +  +  +  
オオパヤシャフシ 82 +  +  1・2 1・2 1・2 1・2 +  
ガンピ 82 +  +  +  +  +  +  +  
ツクシハギ 82 1・2 +  +  +  1・2 +  
リョウフ 82 +  +  +  +  +  +  
ヤマザクラ 82 +  +  +  +  +  +  
カラスザンショウ 82 +  +  +  +  +  +  
クスノキ 82 +  +  +  +  +  +  
シャシャンポ 82 +  +  +  +  +  
アカメガシワ 82 +  +  +  +  +  
タラノキ 82 +  +  +  1・2 +  
マルパアオダモ 82 +  +  +  +  +  
クロモジ 82 +  +  +  +  
モチツツジ 82 +  +  +  +  
ヤマナラシ 82 +  +  +  
クロパイ 82 +  +  +  
ウラジロイチゴ 82 +  
ヒヨドリジョウゴ 82 +  
アオハダ 82 +  
ミツバアケビ 82 +  
ヤシャブシ 82 +  
ネザサ 82 +  
カスミザクラ 82 +  
ヒサカキ H  1・2 2・2 1・2 +  1・2 +  1'2 1・2 1・2 1・2
ツクシハギ H  +  1'2 +  +  1・2 +  +  +  +  +  
コシダ H  +  +  +  +  1・2 1・2 1・2 2.2 1・2 2・2
ワラピ H  +  1・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 1・2 1・2 1・2
ウラジロ H  +  1'2 2・2 2・2 2・2 3・3 3・3 3・3 4・4 3・3
コパノミツバツツジ H  1'2 2・2 1・2 1・2 +  +  1・2 +  +  
サルトリイバラ H  +  +  1・2 1・2 1・2 1・2 +  +  +  
アカマツ H  +  1.2 1・2 1・2 1・2 +  4・ +  +  
ヌルデ H  +  +  +  +  1・2 +  +  +  +  
モチツツジ H  +  +  +  +  +  +  +  +  +  
アカメガシワ H  +  +  +  +  +  +  +  +  +  
ソヨゴ H  +  +  +  +  +  +  1・2 +  +  
ススキ H  +  1・2 +  1・2 1・2 1・2 1・2 +  +  
イタドリ H  +  1・2 1・2 +  +  +  +  +  +  
タラノキ H  +  +  +  +  +  +  +  +  +  
アマヅル H  +  +  +  +  +  +  +  +  
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区査調表2

霧扇町
セイタカアワダチソウ
イソノキ
ミツバアケビ
ヤマウルシ
コナラ
シャシャンボ
リョウブ
ヤマザクラ
クロ1¥イ
チヂミザサ
アオツヅラフジ
ネザサ
ネジキ
オオパヤシャブシ
ガンピ
イヌツゲ
ヤマナラシ
クスノキ
シハイスミレ
ヨウシュヤマゴボウ
オオアレチノギク
オニタビラコ
スノキ
ヒメムカシヨモギ
マルパアオダモ
ノゲシ
ダンドボロギク
ウラジロイチゴ
テリミノイヌホオズキ
ヒヨドリジョウゴ
アクシパ
ベニバナボロギク
クロモジ
アオハダ
チチコグサ
イノモトソウ
ウラジロチチコグサ
ヤマイタチシダ
エゴノキ
アラカシ
ベニシダ
ナツハゼ
チチブフジウツギ
ネジバナ
ヒメジョオン
トゲチシャ
ホシダ
ツルウメモドキ
コセンダングサ
ハゼ
イヌザンショウ
ムクノキ
ネズミモチ
カラスザンショウ
ヌカキビ
ツタ
ヤマハゼ
スミレ
ウメモドキ
ニガナ
クロガネモチ
カマツカ
クリ
カキノキ
ヘクソカズラ
Sl :第1illA¥ 
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第1低木層 (S1 ) の高さ
第1低木層 (S1 ) の全植被率( % )
第2低木層 (S2) の高さ
第2低木層 (S2) の全植被率( % )
草本層 (H) の高さ
草本層 (H) の全植被率( % )
出現種数
デ克苓す
ソヨゴ
サルトリイバラ
ツクシハギ
ヒサカキ

ネジキ
コナラ
イヌツゲ
ソヨゴ
ヤマウルシ
ナツハゼ
アカマツ
モチツツジ
シャシャンボ

ヌルデ
ツクシハギ
コシダ
ススキ
ヒサカキ
シャシャンボ
イヌツゲ
アカマツ
メリケンカルカヤ
サルトリイバラ
ネジキ
ヌルデ
コナラ
スノキ
アカメガシワ
ソヨゴ
セイタカアワダチソウ
モチツツジ

ワラビ
ヤマウルシ
オオアレチノギク
ナツハゼ
イヌタデ
ダンドポロギク
ヤマザクラ
アラカシ
コセンダングサ
ノゲシ
オオイヌタデ
ハゼ
アベマキ
イソノキ

S1:第1低木層

調査面積 (m x  m) 



写真 l 調査区 W F l (斜面上から下を見たところ)

写真 3 調査区 W F 3

写真 5 南西斜面の状況

写真 7. アカマツ林に多いアミタケ

写真 2. 調査区 W F2

写真 4 山頂近く のアカマツ林

写真 6 . W F 3近くの尾根

写真 8 シャシャンボの果実
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